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令和５年度（2023年度）以降の授業方法について 

 

新型コロナウイルス感染症をめぐる状況は大きく変化し、令和５年５月には感染症法

上の位置づけが５類相当へ移行される見込みとなっています。本学では令和２年度～令

和４年度は新型コロナウイルス感染症について最大限の配慮・対応を実施してきました

が、状況の変化に合わせ令和５年度より対応を変更いたします。 

また、令和５年度からは遠隔授業による修得単位の上限について管理する必要があり

ます。 

これらについて下記のとおりお知らせしますので、必ず確認してください。 

 

記 

 

１．授業実施方法について 

本学では、新型コロナウイルス感染症対策と教育の継続を両立するため、令和２年度

から全学的に遠隔授業を大きく取り入れ、令和４年度までは主に感染症対策のため対面

授業に代わる授業形式として実施してきました。 

しかし、令和５年度（2023年度）からは対面授業が主体となる中でも、遠隔授業を一

つの授業実施形態として活用していく方針です。具体的には次ページ表１のとおり分類

します。 

 

２．感染対策について 

 対面授業時の換気については継続します。冷気や風雨等の影響により窓を開けること

が難しい場合は換気扇（ロスナイ）により換気を行います。 

 本学におけるマスク着用の方針については令和５年３月９日付けにて次の内容で通

知されており、対面授業においても同様の対応とします。 

『マスクの着用について 

 原則として，国の方針どおり，個人の判断に委ねることとします。なお，感染した方

の中には長期間の後遺症に苦しんでいる方もいることを考慮した上で，感染対策上必要

であると判断した場合は，マスクの着用等の感染対策の実施をお願いします。 

 ただし，本学医学部附属病院等の一部施設については，引き続きマスクの着用を継続

いたしますので，教員または施設担当者の指示に従ってください。』 

 

３．体調不良等で欠席した際の取扱いについて 

新型コロナウイルス感染症対策の一環として、令和２～４年度は体調不良で欠席する

学生に対して「学修面及び成績評価において不利益とならないような取扱い」を実施し

てきました。令和５年度開始当初はその取扱いを継続いたします。なお、令和５年５月

に予定されている感染症法上の位置づけが５類相当へ移行後の取扱いについては、後日



改めて連絡します。 

 

４．【学部生のみ】メディア単位の上限について（※大学院生は対象外です。） 

遠隔授業が授業時間数の半数を超える科目による修得単位を本学では「メディア単位」

と呼称します。メディア単位は上限単位数（※１）までは卒業要件単位数に含めること

ができます。 

 本学のカリキュラムは，卒業要件を満たすように履修すると，メディア単位が上限を

超えないように設計されています（※２）が，メディア単位を各自でも把握し，在学期

間を通して上限を超えることのないようしてください。 

なお，具体的にどの科目の単位がメディア単位に該当するかは，シラバスや，a・net

のキャビネットに掲載されている授業科目一覧などで確認してください（a・net の履

修登録画面や成績照会画面では，メディア単位のチェックは行われません。）。 

※１…メディア単位の上限は，所属により異なります。履修関係冊子やガイダンス等で

確認してください。 

※２…学外で遠隔授業により修得した単位を単位互換や単位認定する場合などは、メデ

ィア単位上限を超えないよう注意が必要です。 

 

ただし、令和２年度から令和４年度に実施した遠隔授業については、新型コロナウイル

ス感染症の感染拡大等による特例措置として、メディア単位上限には含まれず、対面に

よる授業と同様の扱いになります。 

 

表１ 本学における授業方法の分類 

（2023年度教養基礎教育学習ガイド冊子から抜粋） 

分類 説明 
メディア単位に 
該当するか 

対面授業 すべて対面で実施する授業。 非メディア単位 

遠隔授業 

ライブ遠隔授
業 

授業場所は定めず，特定の時間にネ
ット回線を利用してリアルタイム
配信を行う授業（Zoomによるリアル
タイム配信等）。 

メディア単位 

オンデマンド
授業 

すべてオンデマンドで実施する授
業（事前に録画した講義動画や音声
解説付きパワーポイントファイル
等を使用）。 

メディア単位 

ハイブリッド 
授業 

ハイフレック
ス型 

原則として対面授業を実施。ただし
担当教員が認めた場合は，ライブ遠
隔授業またはオンデマンド授業と
して受講可能。 

非メディア単位 

ブレンド型 
対面授業とオンデマンド授業を組
み合わせた授業。 

対面が 50％以上 
→非メディア単位 
対面が 50％未満 
→メディア単位 

分散型 
同じ授業回に異なる内容の授業を
対面と遠隔で行い，分散して受講す
る授業。 

対面が 50％以上 
→非メディア単位 
対面が 50％未満 
→メディア単位 

 




